
【

国

語

学

入

門

講

座

】

キ

レ

資

料

リ

タ

ン

資
粉は
わ
れ
わ
れの
使ふ
もの
で
あ
る。
逆
に
こ
れ
に
ひ
き
ず
り
ま
わ
さ

れ
た
り、
或
は
その
陰に
か
く
れ
た
り
し
て
ゐて
よ
か
ら
うは
ず
が
無い。

凡
そ
言語
資
料
とい
ふ
もの
は、
研
究
対
象た
る
言
語の一
つ
の
相を
あら

・4
プ
キ

は
し
は
す
る
が、
研
究
者
は
自
己の
生
きた
言語
体
験を
基
と
し
て
息を
吹

雪
込
んで
い
っ
て、
は
じ
め
て
生
か
さ
れて
く
る
の
で
あ
る。
こ
の
息の
吹

きこ
み
方
が一
番
大
切
な
問
題で
あっ
て、
ど
ん
な
珍ら
し
い
文
献
が
発
見

さ
れ
る
か
とい
ふ
こ
と
は
少
し
別の
話
に
な
る。
入
門
講
座に
「
資
粉」
が

取
上
げら
れ
る
と
な
る
と、
「
資
斜」
の
意
義につ
い
て
特に一
言
す
る
必

要を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
が
わ
れ
わ
れの
学
界の
現
状で
あ
る。
とい
っ
て

勿
論、
色h
の
犠
牲を
払っ
て
か
く
れ
た
文
献を
見つ
け
出し、
整
理
し
紹

介し、
殊に
学
界
に
提
供
す
る
や
う
な
営
み
の
重
要
な
こ
と
も
言
ふ
ま
で
も

ない
が、
こ
の
や
う
な
目
的の
方に
は
本
稿で
は
言
及し
得
ない
点
が
多い

と
恩ふ。
ハ
例へ
ば
翻
字
論
な
ど
も
ま
じ
め
に
回以
上
げ
ね
ば
な
ら
ない
J

キ
リ
シ
タ
ン
資
斜
とい
ふ
「
遥
り
名」
が
古
く
か
ら
あっ
た
わ
け
で
は
な

い
が、
考
方と
し
て
は
大
体一
致し
て
或
る一
群の
もの
を
さ
す
や
うに
な

っ
て
き
六。
室
町
時
代
末
期、
一
五
九
0
年
代か
ら
三
四
十
年
間、
カ
ト
リ

ッ
ク
の
宣
教
師の
日
本
に
お
ける
布
教は
め
ざ
ま
し
く、
殊に
ジエ
ス
イッ

池

上

造

頑

ト
派
(
イエ
ス
会u
は
主
と
して
九
州で
学
校を
建て
印
刷を
行っ
た。
そ

の
刊
行
物を
中心
に、
ド
ミニ
コ
会の
もの
m
外
地
出
版)
や、
こ
の
教
徒

の
文
書
類
まで
も
含め
て、
凡
そ
室
町
時
代の
国
語
資
籾
と
な
り
得る
もの

を
総
称
する。
国
語
学
の
伝
統
と
し
て
国
語
資
料軒を
重
ん
じ
た
か
ら、
狂
言

等の
園
内の
文
学
資
料
と、
抄
物
ハ
本
誌X)
と
相並
ん
で
天
草
本の
平
家

伊
曾
保
等は
甚
だ
珍
重
さ
れ
た
の
で
あ
る。
し
か
じ、
文
語で
書か
れて
ゐ

る
もの
も
語
集の
資
料
と
し
て、
更
に
文
体の
資
殺
とし
て
取
よ
げ
る
こ
と

が
で
き
る。
叉一
面、
直
接
日
本
語につ
い
て
の
著
述
も
ある
の
で
あ
る。

こ
の
や
う
な
資
料の
整
理
は
明
治の
末
頃
か
ら
と
考へ
て
よい。
歴
史
家

や
宗
教
史
家
が
触
れて
きた
の
を、
新
村
出
博
士
が
南
鐙
文
学
或
は
キ
リ
シ

タ
y
文
学
の
名
で
括ら
れ
た
あた
りを
第一
の
時
期
と
考へ
る
こ
と
がで
ぎ

る。
ハ
博
士の
諮
著の
中日に、
岩
波講
座
日
本
歴史の
南
鐙
文
学
は
最
も
要

を
得て
ゐ
る)
資
粉は
だ
んだ
ん
見つ
け
出さ
れ
る一
方、
橋
本
進
吉
博
士

の
「
吉
利
支
丹
教
義の
研
究」
の
や
う
な
語
学
中心
の
もの
に
始り、
土
井

忠
生
博
士の
諸
論
考
ハ
その
多
く
は
「
吉
利
支
丹
語
学
の
研
究」
に
ま
とめ

ら
れ
る)
に
お
い
て
純
語
学の
分野
が
か
た
め
ら
れ
た
の
で
あ
る。

こ
の
資
料の
特
徴
の一
つ
は、
刊
行さ
れ
た
もの
が
多い
に
も
拘ら
ず、

江
戸
時
代の
禁
教の
やh
め
に
失は
れて、
残
存
す
る
もの
は
極め
て
少
く、
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そ
れ
も
多
く
は
海
外
に
沿
る
とい
ふ
点で、
名の
み
は
知つ
で
も
実
物の
写

.
-

真
す
ら
見
得
ぬ
場
合
が
多
か
っ
た。

ま
た
平
家
や
伊
曾
保
の
や
う
に
一

般
向

の
す
る
もの
は
原
文のロ
ー
マ
字を
漢
字
仮
名
交
文
に
翻
字
し
て
刊
行
さ
れ

て、
大
分
人々
の
渇
を
医
す
が、
用
途
に
よっ
て
は
こ
れで
は
困
る
こ
と
も

あ
る。
ま
し
て
多
くの
教
義
警の
如
き、
更に
語
学
書の
知
きは、
専
門の

者
とい
へ
ど
も
見る
使
宜の
無い
場
合
が
多
か
っ
た。
ま
た
或
る
もの
は、

見
る
こ
と
が
で
を
て
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
文
や
ラ
テ
ン
文
の
た
め
に
訓
め
な
い
や

う
な
こ
と
も
お
こ
る。
か
や
うに
し
て、
多
く
の
人
が直
ち
に
は
利
用で
き

ない
状
態
が
長
くつ
づ
い
た。

キ!JO/鼻ν資料

第二
の
特
徴
と
し
て、
か
や
う
な
書物の
成
立
の
事
情
は
案
外
よ
く
わか

る
場
合
が
ある
が、
と
に
か
く
その
た
め
に
も、
当
時の
キ
リ
シ
タ
y
の
活

動
全
般
に
つ
い
て
眺め
て
お
く
必
要
が
あ
る。
し
か
も
その
結
果
わ
か
る
こ

と
は、
こ
れ
ら
の
書物は
た
だ
不
用
意
に
日
本
文で
出
版し
た
の
勺
な
く、

色々
の
研
究
考
慮の
上
で
用
語
も
整へ-で
あ
る
場
合
が
少
く
ない。
自
然の

ま
まの
言語で
な
く
反
省を
経
た
言語
資
粉
とい
ふ
べ
き
国
が
あ
る
の
は
注

意を
要
す
る。

そ
こ
で
ま
づ、
当
時の
キ
リ
シ
タ
ン
全
般に
つ
い
て
の
概
観
と
し
て
カ
ト

リV
グ
大
辞
典の
第一
巻の
キ
リ
シ
タ
ン
の
項
が
よい
手
引
に
な
るd
単
行

本
と
し
て
は
新
村
博
土
の
日
本
吉
利
支
丹
文
化
史
ハ
昭
和十
六
年)
が
要を

得て
ゐ
るd
信
徒の
組
織の
こ
と
と
か、
宣
教
師
に
自
分の
行
為を
詳し
く

語っ
て
餓一
院博
す
る
習
慣と
か、
教
義
闘
係の
もの
を
読
む
に
は
色々
の
彼
等

の
生
活
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ない。
次に
そ
れで
は
刊
行
物
は
ど
の
く
ら
ゐ
今

知
ら
れて
ゐ
る
か。
き
う
し
て
国
語
資
料
と
な
る
もの
は
ど
の
く
ら
ゐ
ゐ
る

か
!
そ
れに
つ
い
て
も
詳
し
〈
は
同
辞
典に
ゆづ
ら
ね
ば
な
ら
ない。
国
語

資
料
と
し
て
は、
日
本
語で
書い
て
あ
る
もの
ハロ
ー
マ
字
と
仮
名
交
文
と

両
方
て

日
本
語
に
つ
い
て
奮
い
て
あ
る
も
の
ハ
日
本
語
の
部
分
は
ロ
ー
マ

字で、
地の
文は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や-プ
テ
y
語で)
の
両
種が
あ
り、
前
者

は
教
義
曾と
教
外
書とに
分け
ら
れ
る。
後
者
は
文
具
や
辞
重で
あ
る。

原
本の
日
本
圃
内に
あ
る
志の
は
ジエ
ス
イッ
ト
版で
は
数
種に
す
ぎ
ず

ド
ミニ
コ
版
は
今
少
し
あ
る。
戦
後
所
蔵
者
も
少
し
は
うご
い
て
ゐ
る
が、

上
智
大学の
由貿
誌
「
キ
リ
シ
タ
y
文
庫」
ハ
正
及
補マ一)
は
鋭
利で
ある。

国
外の
もの
も
写
真は
大
分
集め
ら
れ
た
の
で、
東
洋
文
庫、
上
智
大学、

天
理
図
書
館
な
どで
大
体
悌は
うか立
ふ
こ
と
がで
き
よ
う。
更
に
手
近
に

、
見、
或
は
備へ
相官
る
主
な
もの
を
あ
げ』令。

【
複
製】
ド
チ
リ
ナ・キ
リ
シ
タ
ン
ハ一
五
九二
橋
本
吉
利
支
丹
教
義

の
研
究
別
加

工ハ
O
O
大
毎
吉
利
支
丹
議
書)

金
句
集
ハ
吉
田
天

草
本
金
句
集の
研
究
所
欣)

羅
飽
日
対
訳
辞
書
ハ
国
会
図
書
館
偲…梅田)

・コ
リ
ヤ
ー
ド
日
本語
文
兵
ハ
大
家
訳
同
書
中
本
文)

【
翻
刻】
サ
ν
ト
ス
の
御
作
業
ハ
高
羽
田
語
学
資
料軒)

ど
ち
り
な
き

り
し
た
ん
三
六
O
O
国
字
岩
波
文
庫)
ぎ
や・
ど・
ぺ
か
ど
る
ハ
古

典
全
集)

サ
カ
ラ
メ
y
タ
提
要
附
録
ハ
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第一
瞬〉
ロ

ザ
リヨ
の
修
業
ハ一
六
ご
二
高
羽
田
語
学
資
料未
完V

伊
曾
保
物
語

ハ
高
羽
同)

落
葉
集
ハ
高
羽
同)

【
砲
事】
サ
ν
ト
ス
の
御
作
業
ハ
姉
崎
切
支
丹
宗
教
文
学
高
羽
田

語学
資
粉
爾
者
合セ
テ
完)

ド
チ
リ
ナ
キ
リ
シ
タ
y
ハ一
五
九二
矯

本)

ヒ
デ
ス
の
導
師
ハ
姉
崎
切
支
丹
宗
教
文
学)
ヨ
y
テム
ツ
ス・

ム
げJ
ヂ
ハ
姉
崎
間)

サ
カ
ラ
メ
y
タ
提
要
附
録
ハ
キ
り
シ
タ
γ
研
究
第

一
一緒)
コ
リ
ヤ
ー
ド
餓
修
録
ハ
姉
崎
切
支
丹
迫
害
史
中の
人
物
事
蹟)

持

h 



平
家
物
語
ハ
亀
井
天
草
木
平
家
物
語)

伊
曾
保
物
語)

金
句
集
(
吉
田)

か
う
見て
く
る
と
目
ぼ
しい
もの
は
大
体
う
か
がへ
る
わ
け
で、
日
筒
静

香
もパ
ジェ
ス
の
依
訳
改
編
本
がA7
縮
写
復
製
さ
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
る。
朝

日
の
古
典
会
警に
も
関
係・替
が
予
定
さ
れて
を
り、
金
沢
大
学
の
高
羽五
郎

氏の
奇
特
な
労
は
更
に
続
け
ら
れ
る
で
あら
う。 伊

曾
保
物
語
ハ
新
村
天
革
本

き
て
以
上
の
や
う
な
もの
を
用
ゐて
室
町
時
代の
言語を
考へ
る
に
つ
い

て
は
前
掲の
橋
本・
土
井
両
博
士の
もの
を
二
つ
の
頂
点
と
み
る
こ
と
が
で

きる
が、
前
者
と
同
じ
様
式で
は
吉
田
澄
夫
氏の
金
句
集の
研
究
が
あ
り
土

井
博
士は
更
に
国
語
科
学
講
座
中の一
新
近
古の
国
語の
や
う
な
仕
事
に
も

肉
は
れ
た。

ロ
ー
マ
字
文
献
が
相
当
多い
の
で、
こ
れ
に
工っ
て
音
頭の
研
究
が
容
易

に
なっ
た
の
は
言ふ
ま
で
も
ない。
オ
列
長
音の
関
合
や
ジ
ヂ
ズ
ヅ
の
所
謂

四つ
仮
名
な
ど、
室
町か
ら
江
戸へ
か
け
て
の
音
韻の
推
移は
キ
リ
シ
タ
ゾ

本で一
つ
の
解
釈
に
到
達
し
た。
更
に
文
兵
に
よっ
て
裏づ
け
ら
れ
る。
音

声
に
つ
い
て
も
「セ」
は
口
蓋
化し
た
「シ
ご
が
京
都の
雅
か
な
発
音で

あ
る
と
か、
「ェ
・
オ」
は
そ
れ
ぞ
れヤ
行
夙に・
ワ
行
風に
発
音
さ
れ
た

と
かい
ふ
点
な
ど
に
な
る
と
他の
仮
名の
資
料の
及
び
得
ない
問題で
あっ

た。
清
濁
や
連
声の
知
き
も
こ
れ
に
よっ
て
教へ
ら
れ
る
こ
と
が
極め
て
大

きい。
殊に
国
語の
清
濁の
古い
方
面は、
まづ
こ
れを
足
が
か
り
に
せ
ね

ば
進
め
ない
ぐら
ゐ
大切
な
資
料で
あ
る。
し
か
し
な
が
ら、
彼
等の
刊
行

議は
規
範
意
識の
つ
よい
標
準
的
な
言
語を
用
ゐて
ゐ
る。
ロ
ー
マ
字
綴
り

の
如
き
も
刊
本で
は
多
少の
出
入
が
ある
程
度
に
統一
さ
れて
ゐ
る。
一
旦

写
本に
な
る
と
差
が
見ら
れ
る
の
で
あ
る。
手
近の
もの
で
村上
直
次
郎
博

士
翻
刻の
ド
ミエ
カ
の
説
教
ハカト
リ汐
グ
研
究
集ニ
斡)
が
そ
れで
あ
り

か
の
平
家
伊
曾
保の
巻
末
語
黍
集に
更に
書
き
込
む
大
量の
語
棄の
綴
り
は

著しい。
土
弁
博
士に
よ
れ
ばパ
レ
ト
の
筆
ら
しい
が
ハ国
語
国
文
二一
ー

九ゾ
四つ
仮
名の
区
別
沿
う
売
が
は
し
い
程に
違っ
て
ゐ
る。
こ
れを
恩ふ

と
き、
文
典の
記
載な
ど
の
裏づ
けの
ある
もの
は
ま
だ
よい
が、
た
だロ

ー
マ
字
書だ
とい
っ
て
直に
よ
ろ
こ
んで
し
ま
ふ
や
り
方は、

向慎
重を
要

する
か
に
思は
れ
る。
ま
た
印
刷の
常と
し
て
誤
植
も
当
然
予
想
すべ
きで

あ
る
が、
殊
に
ドミニ
ゴ
会の
海
外
版の
知
きは
そ
れの
懸
念
が
多い。コ
リ・

ヤ
ー
ド
の
機
悔
録はア
ク
セ
γ
ト
符号
ら
し
い
もの
ま
で
つ
い
て
ゐ
る
が、

-
わ
れ
わ
れの
行っ
た
共同
研
究の
結
果で
は、
直
ちに
生
か
せ
ない
こ
と
が

わ
か
っ
た。

1∞ 

諸問
法
につ
い
て
は
翻
字
本で
も
利
用で
きる
の
で、
伊
曾
保を
用
ゐて
の

春日
博
士の
「
国
謡
史
上
の一
割
期」
は
注
目
さ
れ
た
もの
で
あ
り、
湯
沢

幸
吉
郎
氏
は
平
家の
語
法を
調
査
さ
れ
た。
(
国
語
学
論
考ゾ
マ
ラ
ス
ル
の

用
法
な
ど
も
こ
こに
明
か
に
なっ
た。
文
典に
よ
れ
ば
活
用
や
て
に
は
や
敬

語に
至
る
ま
で、
日
本
人の
意
識を
反
映し
た
形の
もの
に
なっ
て
ゐて
人

々
の
注
目
する
と
こ
ろで
あ
る
が、
土
井
博
士の
部
分h
A
の
紹
介
が
あ
る

に
す
ぎ
ない。
次に
大
量の
文
語
文
献
は、
他の
領
域に
お
い
て
も
文
語の

研
究の
さ
れて
ない
現
状で
は
や
むを
得
ない
が、
文
語
資
料
と
し
て
こ
れ

か
ら
使へ
る
で
あら
う。
例へ
ば
金
句
集の
本
文
と
和
げ、
平
家の
元の
本

と
天
草
本
とい
っ
た
対
照に
手
が
か
りを
つ
けて
行
く
こ
と
がで
きる。
作

ら
れ
た
文
語は、
辞で
あん
接
続
詞
な
ど
に
わ
ざ
と
ら
し
い
姿
が
出た
り
す

る
ζ
と
も一
例で
みめ
る。



語
棄
に
つ
い
て
は
改め
て
言ふ
ま
で
も
ない。
日
筒
静
香は
その
語の
使

は
れ
る
場
合の
注
も
あ
る
場
合
が
あ
り
文
中の
用
例
も
豊
富で
当
時の
辞
書

と
し
て
出
色の
もの
で
あ
る。
諮の
意
味
が
ぐ
ん
ぐ
ん
変っ
て
元の
漢
字
で

は
感
じ
が
出
ない
や
う
な
場
合、
中
世
人
は
宛
字
も
自
由に
する
か
と
思へ

グ
イ

ば
叉
案
外
保
守
的で
あ
る。
進
退
は
後の
身
代、
問
訊
は
問ひ
つ
め
ら
れて

シ
ユ
ツ

つ
ま
る
ζ
と、
述
懐
は
な
げ
く
こ
と
で
あ
る
が
国
字
本で
は
元の
字で
あ

る。
こ
の
や
う
た
点
につ
い
て
も
色々
の
資
料何を
供
する
と
思
ふ。

キ
リ
シ
タ
シ
文
献
が
西
国
で
モ
き
恥れ
た
め
の
方
言
的
要
素
も品目
か
ら
懸
念

さ
れ、
若
干の
論
考
も
あ
る。
し
か
し、・
そ
れ
と
と
も
に、
わ
れ
わ
れ
は
こ

の
資
殺
か
ら、
人
造の
偶
然
的
な、
或
は
規
範に
す
ぎた
要
素を
よ内
分
け

る
要
が
あ
る
ゃ
うで
あ
る。
始め
は
こ
の
珍し
い
資
料に
接
す
る
だ
けで
十

分
満
足で
きた
の
が、
今日
は、
右の
や
う
た
点
ま
で
考へ
て
よい
ぐ
ら
ゐ

に
見
方
も
進
んで
ゐ
る。
ま
し
て
ド
ミニ
コ
会
側の
もの
は、
こ
の
点
特に

考へ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多い
の
で
あ
る。
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